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参考質量

難燃
※（　）は受注生産品です。

1.0×0.3/50m巻
1.1×0.4/50m巻
1.2×0.4/50m巻
1.8×0.3/50m巻
1.9×0.4/50m巻
2.0×0.4/50m巻
2.1×0.7/50m巻
2.4×0.8/50m巻
2.3×0.7/30m巻

1.1×0.4/100m巻
1.2×0.5/100m巻
1.4×0.5/100m巻
1.8×0.6/100m巻
1.9×0.7/100m巻
2.0×0.8/100m巻

1.4×0.4/300m巻
1.4×0.6/200m巻
1.6×0.6/200m巻

難燃

電気設備技術基準解釈第125条に定められている離隔距離
を取らずに敷設できます。
電気設備技術基準解釈第125条に定められている離隔距離
を取らずに敷設できます。

（　　　　　）

呼　径 たわみ率

ブンゼン

接続しようとする難燃タイレックスの片側に①の難燃直管
継手をまわしながらはめ込み、パイロットワイヤーをつなげ、
次に他方の難燃タイレックスを突き合わせて、①の難燃直
管継手を逆方向にまわして接続します。（その時突き合わせ
面が、なるべく中央にくるように接続して下さい。）

難燃直管継手の両端と難燃タイレックスとのすき間に
②のシーリングテープを巻き、その上に③の粘着ゴム
テープを巻き、巻き終りを④のビニルテープでしっかり
と巻きつけます。

難燃

難燃

ストッパーリング リングパッキング

NTLJ-125
NTLJ-150

9 ※（　）は受注生産品です。
（　　　　　　）

30
40
50
65
80
100
125
150

56
68
80
99
120
141
171
199

115
137
158
168
211
296
330
365

■難燃タイロックジョイント
（難燃タイレックス同士の接続＋難燃タイレックスST互換性継手）

■難燃直管継手セット
（難燃タイレックス同士の接続）
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難燃 難燃

・

難燃 難燃

難燃 難燃 難燃 難燃

難燃ベルマウス

エポキシパテ等難燃タイレックス

難燃防塵キャップ

エポキシパテ等難燃タイレックス

143
2

4

1 難燃異種管継手SP型

難燃タイレックス

3

2

異種管

4 ステンレスバンド

●省施工 テープ留め不要

水膨張性不織布、バンド締め
による優れた止水性

凹凸の少ない構造により、
省スペースで施工

●抜群の止水性

●コンパクト

ステンレスバンド 水膨張性不織布

NTSP-30-1
NTSP-30-2
NTSP-30-3
NTSP-30-4
NTSP-30-5

NTSP-40-1
NTSP-40-2A
NTSP-40-2B
NTSP-50-1
NTSP-50-2

NTSP-65-1
NTSP-65-2
NTSP-80-1
NTSP-80-2
NTSP-80-3
NTSP-100-1
NTSP-100-5
NTSP-100-6NTSP-50-3

■難燃異種管継手SP型

（P.12をご参照下さい。）

水膨張性不織布

※NTSP-30-4、NTSP-30-5についてはビニールテープ
が同封されています。

※本製品は地中埋設用として設計してあります。露出場所
で使用される際はビニールテープを異種管継手全体に
巻いて下さい。

■難燃ベルマウス（ハンドホールの壁面仕上）

水膨張性不織布タイプ
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※（　）は受注生産品です。

（　　　　　　）
※（　）は受注生産品です。

（　　　　　　）
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※（　）は受注生産品です。

（　　　　　　）
※（　）は受注生産品です。

（　　　　　　）







部品・関連製品名称

難燃

※表中の（　）内数値は厚鋼電線管のサイズです。
　φ30、φ40、φ65の孔径はノックアウトを開ける工具が使用できます。　

難燃
難燃

難燃タイレックス呼径

（端子箱への取り付け）

42.7

60.4

約 70

88.7

約 105

約 135

約 170

約 200

約 265

厚鋼電線管（36）

厚鋼電線管（54）

厚鋼電線管（82）

ハンドホール部と屋外立上り部のモデルを下記に示します。

他種管路

異種管継手

タイレックス本体

壁面止水材料

ベルマウス

防塵キャップ

端末防水材料

標識テープ

直管継手

防護管

自在バンド

端末防水材料

クランプセット

PLジョイント（Sタイプ）

タイロックジョイント

他種管路の接続

ハンドホール壁面の止水

ハンドホール壁面仕上げ

予備管路の防塵

管路口での防水

事故防止

タイレックス同士の接続

外傷の防護

電柱・ポール等取付用

立上り部での防水

端子箱の取付け

ハンドホールへの取付け

タイレックス同士の接続

鋼管、塩ビ管など、他管路材

相手管により多種純正部品

二剤混合型

各サイズ純正部品

φ125〜φ200純正部品

SGP、PVC管（市販品）

市販品

各サイズ純正部品

（株）立基製

各サイズ純正部品

●接続方法
④の難燃タイレックスに、①のクランプ②のゴムパッキングの順に差し込み、⑤の端子箱の孔に、④の難燃タイレッ
クスを差し込んで下さい。
⑤の端子箱の内側から、④難燃タイレックスに②ゴムパッキング、クランプの順に差し込み、③の難燃ベルマウスを
取り付けます。

難燃タイレックスを端子箱へ取り付ける際に使用します。なお、端子箱の難燃タイレックス取り付け面にはサイズに応じ
て下記の●端子箱の孔径寸法の表の孔を開けて下さい。

（1）

（2）

29 30

※（　）は受注生産品です。

（　　　　　　）

呼　径
（φ）



部品・関連製品名称
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29 30

※（　）は受注生産品です。

（　　　　　　）

呼　径
（φ）



注）※印は電気設備技術基準では具体的には規定していないがタイレックスの作業性を考慮して下記の間隔を標準とします。
φ30～65：50mm、φ80～150：70mm、φ200：100mm

第2条　電圧は、次の区別により低圧、高圧及び
　　 特別高圧の3種とする。

一　低圧

二　高圧

三　特別高圧

直流にあっては750V以下、交流に
あっては600V以下のもの
直流にあっては750Vを、交流に
あっては600Vを超え、7,000V以
下のもの
7,000Vを超えるもの

電： 地中電線

光： 光ケーブル
弱： 弱電流電線（CATV等）

低： 低圧

： タイレックス

： 難燃タイレックス

高： 高圧
特： 特高

タイレックス

低 高

特

0.3m以上0.3m以上

0.15m以上

難燃タイレックス
離　隔　距　離適用条項

解釈第125条

低 高

特
※ ※

※

■電圧の種別等

呼　径

多条敷設を行なう場合、タイレックス相互の間隔を図Aの様に
保持固定して配列するため、図Bの様な簡易な間隔ゲージを用意し、
約1.5mごとに使用してタイレックスを整直します。
同時にタイレックスの回りに砂又は、これに準ずる土で固定した後
間隔ゲージを抜きとります。
この動作を繰り返しタイレックスを敷設していきます。
なお、従来ヒューム管などで用いられていた管台は使用しないで
下さい。

タイレックスの口元部より、砂、水等が浸入しないよう注意し、タイ
レックスを敷設溝に入れます。
把巻の場合は、3～4人で把崩れが生じないようタイレックスを手で
押え敷設溝にそって転がします。把を回転させずに引き延ばすと、ひと
巻ごとにネジレを生ずるので必ず転がして下さい。
把の引き延ばしの前にはパイロットワイヤーの端末コイルの余長分は
伸ばしておいて下さい。

曲げ半径は外径（O.D）の５倍以上にてご使用下さい。
ケーブル許容曲げ半径および通線張力を考慮して敷設して下さい。

地中電線と他の地中電線等との接近又は交差

2　地中電線が、地中弱電流電線等と接近又は交差して
施設される場合は、次の各号のいずれかによること。
一

二
三

低圧地中電線と高圧地中電線とが接近又は交差する場
合、又は低圧若しくは高圧の地中電線と特別高圧地中電
線とが接近又は交差する場合は、次の各号のいずれか
によること。ただし、地中箱内についてはこの限りでない。

一　低圧地中電線と高圧地中電線との離隔距離が、0.15m以上で
あること。

二　低圧又は高圧の地中電線と特別高圧地中電線との離隔距離
が、0.3m以上であること。

三　暗きょ内に施設し、地中電線相互の離隔距離が、0.1m以上であ
ること（第120条第3項第二号イに規定する耐燃措置を施した使用
電圧が170,000V未満の地中電線の場合に限る。）。

四　地中電線相互の間に堅ろうな耐火性の隔壁を設けること。
五　いずれかの地中電線が、次のいずれかに該当するものである場

合は、地中電線相互の離隔距離が、0m以上であること。
　　イ　不燃性の被覆を有すること。
　　ロ　堅ろうな不燃性の管に収められていること。

六　それぞれの地中電線が、次のいずれかに該当するものである場合
は、地中電線相互の離隔距離が、0m以上であること。

　　イ　自消性のある難燃性の被覆を有すること。
　　ロ　堅ろうな自消性のある難燃性の管に収められていること。

解釈  第125条

地中電線の使用電圧の区分
低圧又は高圧
特 別 高 圧

離隔距離
0.3m
0.6m

125-1表

地中電線と地中弱電流電線等との離隔距離が、125-1表に規
定する値以上であること。

地中電線と地中弱電流電線等との間に堅ろうな耐火性の隔壁を設けること。
地中電線を堅ろうな不燃性の管又は自消性のある難燃性の管

に収め、当該管が地中弱電流電線等と直接接触しないように施設
すること。　　　　　　　　　　　　　　　以下省略

最上段の土被り（図Aのc）
管の強度に応じて定めることが可能。

●車両その他の重量物の圧力に耐えることが必要です。
●需要場所（工場、大学、集合住宅地、公園、高速道路緑地
帯などの自家用施設構内、一般住宅構内などで一般の
公道は含まれない。）で使用電圧7kV以下の電力ケー
ブルではJIS C3653（電力用ケーブルの地中埋設の
施工方法）により、地表面（舗装がある場合は舗装下面）
から0.3m以上と規定されています。

●公道においては道路法施行令 第11条により、道路の
地下にあっては路面から0.8m、歩道（歩道と車道の区
別のない道路にあっては、路面幅員の2/3に相当する
路面の中央部以外の部分）の地下にあっては路面より
0.6mを超えていることとされています。

図A

図B

配列・整直・砂埋め

タイレックス内の試験棒通しと敷設溝にタイレックスを
固定し終えたら、埋め戻しを行います。
図Aの様にタイレックスの上50㎜以上まで砂または石、がれ
き等のない土（粘土質等塊になり易く埋め戻し後、しまりのよ
くないものは使用しないこと）で埋め戻して突き固めその上
で残りの部分は在来土等で埋め戻しを行い突き固めます。

土砂を埋め戻す前に、タイレックス内に異常のないことを
確認するため、下図のような標準試験棒を通過させます。

省令第30条　
地中電線、屋側電線及びトンネル内電線その他の工作物に固定して施設する電線は、他の電線、弱電流電線等又は管（他の電線等という。
以下この条において同じ。）と接近し、又は交さする場合には、故障時のアーク放電により他の電線等を損傷するおそれがないように施設しな
ければならない。ただし、感電又は火災のおそれがない場合であって、他の電線等の管理者の承諾を得た場合は、この限りではない。

電

弱

光

※
or電

弱

光

or
0.3m以上

特高の場合は
0.6m以上

（図Aのa、b）

電気設備技術基準における地中相互の離隔距離は下記の通りとなります。

●法令関係　● 電気設備技術基準の解釈 平成30年10月改正　● 道路法施行令 平成18年11月改正

第120条・2項
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注）※印は電気設備技術基準では具体的には規定していないがタイレックスの作業性を考慮して下記の間隔を標準とします。
φ30～65：50mm、φ80～150：70mm、φ200：100mm

第2条　電圧は、次の区別により低圧、高圧及び
　　 特別高圧の3種とする。

一　低圧

二　高圧

三　特別高圧

直流にあっては750V以下、交流に
あっては600V以下のもの
直流にあっては750Vを、交流に
あっては600Vを超え、7,000V以
下のもの
7,000Vを超えるもの

電： 地中電線

光： 光ケーブル
弱： 弱電流電線（CATV等）

低： 低圧

： タイレックス

： 難燃タイレックス

高： 高圧
特： 特高

タイレックス

低 高

特

0.3m以上0.3m以上

0.15m以上

難燃タイレックス
離　隔　距　離適用条項

解釈第125条

低 高

特
※ ※

※

■電圧の種別等

呼　径

多条敷設を行なう場合、タイレックス相互の間隔を図Aの様に
保持固定して配列するため、図Bの様な簡易な間隔ゲージを用意し、
約1.5mごとに使用してタイレックスを整直します。
同時にタイレックスの回りに砂又は、これに準ずる土で固定した後
間隔ゲージを抜きとります。
この動作を繰り返しタイレックスを敷設していきます。
なお、従来ヒューム管などで用いられていた管台は使用しないで
下さい。

タイレックスの口元部より、砂、水等が浸入しないよう注意し、タイ
レックスを敷設溝に入れます。
把巻の場合は、3～4人で把崩れが生じないようタイレックスを手で
押え敷設溝にそって転がします。把を回転させずに引き延ばすと、ひと
巻ごとにネジレを生ずるので必ず転がして下さい。
把の引き延ばしの前にはパイロットワイヤーの端末コイルの余長分は
伸ばしておいて下さい。

曲げ半径は外径（O.D）の５倍以上にてご使用下さい。
ケーブル許容曲げ半径および通線張力を考慮して敷設して下さい。

地中電線と他の地中電線等との接近又は交差

2　地中電線が、地中弱電流電線等と接近又は交差して
施設される場合は、次の各号のいずれかによること。
一

二
三

低圧地中電線と高圧地中電線とが接近又は交差する場
合、又は低圧若しくは高圧の地中電線と特別高圧地中電
線とが接近又は交差する場合は、次の各号のいずれか
によること。ただし、地中箱内についてはこの限りでない。

一　低圧地中電線と高圧地中電線との離隔距離が、0.15m以上で
あること。

二　低圧又は高圧の地中電線と特別高圧地中電線との離隔距離
が、0.3m以上であること。

三　暗きょ内に施設し、地中電線相互の離隔距離が、0.1m以上であ
ること（第120条第3項第二号イに規定する耐燃措置を施した使用
電圧が170,000V未満の地中電線の場合に限る。）。

四　地中電線相互の間に堅ろうな耐火性の隔壁を設けること。
五　いずれかの地中電線が、次のいずれかに該当するものである場

合は、地中電線相互の離隔距離が、0m以上であること。
　　イ　不燃性の被覆を有すること。
　　ロ　堅ろうな不燃性の管に収められていること。

六　それぞれの地中電線が、次のいずれかに該当するものである場合
は、地中電線相互の離隔距離が、0m以上であること。

　　イ　自消性のある難燃性の被覆を有すること。
　　ロ　堅ろうな自消性のある難燃性の管に収められていること。

解釈  第125条

地中電線の使用電圧の区分
低圧又は高圧
特 別 高 圧

離隔距離
0.3m
0.6m

125-1表

地中電線と地中弱電流電線等との離隔距離が、125-1表に規
定する値以上であること。

地中電線と地中弱電流電線等との間に堅ろうな耐火性の隔壁を設けること。
地中電線を堅ろうな不燃性の管又は自消性のある難燃性の管

に収め、当該管が地中弱電流電線等と直接接触しないように施設
すること。　　　　　　　　　　　　　　　以下省略

最上段の土被り（図Aのc）
管の強度に応じて定めることが可能。

●車両その他の重量物の圧力に耐えることが必要です。
●需要場所（工場、大学、集合住宅地、公園、高速道路緑地
帯などの自家用施設構内、一般住宅構内などで一般の
公道は含まれない。）で使用電圧7kV以下の電力ケー
ブルではJIS C3653（電力用ケーブルの地中埋設の
施工方法）により、地表面（舗装がある場合は舗装下面）
から0.3m以上と規定されています。

●公道においては道路法施行令 第11条により、道路の
地下にあっては路面から0.8m、歩道（歩道と車道の区
別のない道路にあっては、路面幅員の2/3に相当する
路面の中央部以外の部分）の地下にあっては路面より
0.6mを超えていることとされています。

図A

図B

配列・整直・砂埋め

タイレックス内の試験棒通しと敷設溝にタイレックスを
固定し終えたら、埋め戻しを行います。
図Aの様にタイレックスの上50㎜以上まで砂または石、がれ
き等のない土（粘土質等塊になり易く埋め戻し後、しまりのよ
くないものは使用しないこと）で埋め戻して突き固めその上
で残りの部分は在来土等で埋め戻しを行い突き固めます。

土砂を埋め戻す前に、タイレックス内に異常のないことを
確認するため、下図のような標準試験棒を通過させます。

省令第30条　
地中電線、屋側電線及びトンネル内電線その他の工作物に固定して施設する電線は、他の電線、弱電流電線等又は管（他の電線等という。
以下この条において同じ。）と接近し、又は交さする場合には、故障時のアーク放電により他の電線等を損傷するおそれがないように施設しな
ければならない。ただし、感電又は火災のおそれがない場合であって、他の電線等の管理者の承諾を得た場合は、この限りではない。

電

弱

光

※
or電

弱

光

or
0.3m以上

特高の場合は
0.6m以上

（図Aのa、b）
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紹介

フレキホース

耐圧用ホース

19

〃 GL-ST型（GLST-□）

37 38ホースの選択に際しましては、用途、使用条件、取り付け方法、環境等により安全性、寿命は大きく影響されます。
当社では、各々の使用に対して確認および保障はできかねますので、使用者側にて十分にご確認をお願いします。



紹介

フレキホース

耐圧用ホース

19

〃 GL-ST型（GLST-□）

37 38ホースの選択に際しましては、用途、使用条件、取り付け方法、環境等により安全性、寿命は大きく影響されます。
当社では、各々の使用に対して確認および保障はできかねますので、使用者側にて十分にご確認をお願いします。



紹介

・

39 40製品の選択に際しましては、用途、使用条件、取り付け方法、環境等により安全性、寿命は大きく影響されます。
当社では、各々の使用に対して確認および保障はできかねますので、使用者側にて十分にご確認をお願いします。



紹介

・

39 40製品の選択に際しましては、用途、使用条件、取り付け方法、環境等により安全性、寿命は大きく影響されます。
当社では、各々の使用に対して確認および保障はできかねますので、使用者側にて十分にご確認をお願いします。






